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「違法な埋め立て工事の即時中止・辺野古新基地断念を求る県民集会一

翁長県知事など3500人が参加（3月25日赤旗写真部提供）

署名目標の達成で国会請願を成功させよう
｢テロ対策」は口実共謀罪は廃案に
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国
会
請
願
（
５
月
躯
日
）
ま
で
あ
と
１
カ
月
に
迫
り
ま
し
た
。
右
手
に
国

賠
署
名
簿
、
左
手
に
好
評
の
同
盟
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
憲
法
違
反
・
戦
争
準
備

の
『
共
謀
罪
』
を
粉
砕
し
よ
う
」
を
持
っ
て
、
署
名
目
標
達
成
に
む
け
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

安
倍
自
公
政
権
は
、
国
民
の
反
対
を
押
し
き
っ
て
「
国
際
組
織
犯
罪
防
止

条
約
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
条
約
）
に
必
要
」
、
「
こ
れ
が
な
い
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
け
な
い
」
な
ど
と
共
謀
罪
法
案
を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

法
案
の
目
的
に
「
テ
ロ
対
策
」
は
な
く
、
一
般
市
民
は
「
対
象
外
」
と
い
う

も
の
の
対
象
の
厳
格
な
定
義
も
な
い
な
ど
、
廃
案
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

待
望
の
同
盟
創
立
別
周
年
記
念
映
画
『
種
ま
く
人
び
と
』
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
妬
分
）

が
完
成
し
ま
し
た
。
各
県
本
部
と
全
支
部
に
１
枚
づ
つ
贈
呈
し
ま
す
。
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
頒
価
は
１
枚
１
０
０
０
円
で
す
。
全
会
員
に
普
及
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ

た
小
集
会
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
開
い
て
、
同
盟
運
動
と
国
会
請
願
署
名
活
動

を
語
っ
て
、
参
加
者
に
入
会
を
呼
び
か
け
る
力
に
し
ま
し
ょ
う
。

第
犯
回
全
国
大
会
（
６
月
８
～
９
日
）
ま
で
に
会
員
拡
大
の
自
主
目
標
の

達
成
、
来
年
の
印
周
年
記
念
日
（
３
月
晦
日
）
ま
で
に
２
万
人
の
同
盟
を
建

設
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

主な 記 事

国
会
請
願
５
月
躯
日
（
月
）

●
請
願
署
名
の
遅
れ
克
服
し
目
標
達
成
を
．
…
…
…
：
…
…
…
…
…
２

●
私
も
一
言
／
婦
団
連
会
長
・
柴
田
真
佐
子
…
…
…
…
：
．
…
…
。
：
３

●
中
央
発
行
の
「
共
謀
罪
」
パ
ン
フ
が
好
評
…
：
…
：
…
．
．
…
…
…
４

●
顕
彰
碑
／
高
尾
山
薬
王
院
元
貫
主
・
山
本
秀
順
…
…
：
…
：
…
：
５

●
抵
抗
の
群
像
／
北
川
宗
蔵
・
和
歌
山
県
：
…
：
…
：
…
…
…
…
…
６

●
同
盟
文
芸
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
…
：
：
：
…
…
：
…
…
：
…
：
…
７

開
会
午
前
Ⅲ
時
（
受
付
午
前
川
時
よ
り
）

血
永
塞
職
階
肱
肇
ヂ
ー
琴
蔵
自
貝
今
云
舶
卵
士
人
今
云
圭
壷
宝
圭
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北
海
道
本
部
の
署
名
の
取
り
組
み
は
、

２
月
に
こ
れ
ま
で
最
高
の
１
７
３
３
筆

増
や
し
１
万
筆
を
超
え
ま
し
た
が
、
昨

年
比
２
０
０
０
筆
弱
少
な
い
状
況
で
す
。

道
本
部
は
共
謀
罪
粉
砕
の
署
名
と
結

合
し
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
加
筆
、
加

筆
を
や
り
遂
げ
、
各
支
部
が
目
標
に
接

近
す
る
よ
う
「
促
進
一
三
－
ス
」
（
３
月

は
４
回
発
行
）
で
強
調
し
ま
し
た
。

南
空
知
支
部
は
「
不
屈
」
支
部
版
で

「
多
喜
二
や
野
呂
、
西
田
の
地
元
・
空

知
で
こ
そ
署
名
を
広
げ
国
会
請
願
へ
」

と
強
調
○
北
見
支
部
は
団
体
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
が
、
個
人
目
標
の
２
５
０

一
‐
共
謀
罪
」
（
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
）
閣
議
決
定
に
抗
議
（
要
旨
）

３
月
四
日
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
会
長
増
本
一
彦

政
府
は
本
日
、
「
共
謀
罪
」
法
疎
噸
す
る
悪
法
案
で
あ
り
私
た
ち

案
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
絶
対
に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

は
、
現
代
版
治
安
維
持
法
と
言
わ
「
再
び
、
戦
争
と
暗
黒
政
治
を

れ
る
よ
う
に
、
再
び
戦
争
と
暗
黒
許
さ
な
い
」
た
め
に
、
組
織
を
挙

政
治
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
狙
い
げ
て
「
共
謀
罪
」
粉
砕
の
た
め
に
、

を
持
っ
た
、
憲
法
の
人
権
条
項
を
皆
さ
ん
と
共
同
し
て
奮
闘
し
ま
す
。

請
願
署
名
の
遅
れ
を
克
服
し
目
標
の
達
成
を

国
会
請
願
む
け
署
名
目
標
達

成
め
ざ
し
、
各
支
部
が
奮
闘

北
海
道
本
部

０
筆
も
、
一
人
加
筆
を
４
月
中
に
達
成

し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

釧
路
支
部
は
、
野
瀬
義
昭
支
部
長
代

行
が
１
月
に
国
会
請
願
代
表
に
名
乗
り

を
上
げ
、
署
名
と
カ
ン
パ
を
広
げ
て
い

ま
す
。
美
唄
、
釧
路
、
札
幌
な
ど
の
国

際
女
性
デ
ー
や
、
旭
川
、
札
幌
の
３
・

焔
集
会
な
ど
各
地
の
共
謀
罪
反
対
集
会

で
署
名
を
訴
え
て
い
ま
す
。

十
勝
で
は
犠
牲
者
・
松
本
五
郎
さ
ん

の
学
習
講
演
会
（
２
月
２
回
）
、
女
性

部
の
「
ひ
な
ま
つ
り
カ
フ
ェ
」
な
ど
に
参

加
し
た
会
員
が
雪
の
中
積
極
的
に
署
名

を
訴
え
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

人
口
１
％
目
標
達
成
に
全
力

岐
阜
県
本
部

国
民
の
声
を
無
視
し
て
閣
議
決
定
で

共
謀
罪
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
安
倍
政

権
の
暴
走
の
中
で
、
同
盟
が
来
年
印
周

年
を
む
か
え
る
中
で
の
国
会
請
願
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
濃
西
支
部
は
、
署
名
運
動
に
お
い

て
連
続
目
標
を
達
成
し
て
き
た
記
録
を

頓
挫
さ
せ
る
困
難
に
追
い
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
多
治
見
・
土
岐
・
瑞
浪
三
市
の

人
口
創
万
３
千
余
、
有
権
者
面
万
１
千

人
で
、
２
２
０
０
筆
の
目
標
は
人
口
比

で
１
％
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
誇
り
と

し
て
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

支
部
は
、
地
方
議
会
に
「
意
見
書
採

択
」
の
請
願
運
動
を
粘
り
強
く
進
め
て

き
ま
し
た
。
同
盟
が
地
域
で
の
平
和
、

文
化
、
映
画
会
上
映
な
ど
存
在
感
を
持

つ
役
割
を
担
い
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

同
盟
役
員
が
病
気
・
計
報
が
続
出
し
た

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
へ
の
継
承
は
焦
眉
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
映
画
「
母
」
の
土

岐
市
で
の
上
映
を
働
き
か
け
、
地
域
に

根
を
張
り
草
の
根
の
運
動
を
続
け
る
決

意
を
固
め
、
母
セ
キ
の
ょ
う
に
「
も
う

一
度
立
っ
て
見
せ
ね
か
！
」
と
会
員
を

励
ま
し
、
今
年
も
連
続
目
標
達
成
め
ざ

し
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
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阪
神
一
北
言
小
林
ゞ
多
喜
二
祭
に

参
加
し
て
３
月
枢
日

第
焔
回
阪
神
北
小
林
多
喜
二
祭
が
３

月
哩
日
、
い
た
み
ホ
ー
ル
で
開
催
。

青
木
洋
子
実
行
委
員
長
が
開
会
の
挨

拶
。
兵
庫
多
喜
二
・
百
合
子
の
会
の
演

本
益
男
会
長
が
「
戦
争
に
向
か
う
時
代
、

多
喜
二
は
ど
う
生
き
闘
っ
た
か
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
多
喜
二
の
生
い
立
ち
、
作

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

駆
り
立
て
る
精
神
的
支
柱

て
き
ま
し
た
。
日
本
国
憲
法
の
も
と
教
育
勅
語
は
、
１
の
運
動
の
弾
圧
を
可
能
に
し
、
か
つ
て
の
治
安
維
持
法

恥
一
三
口

戒
●
一 多

喜
二
祭
続
報

獄

侵
略
戦
争
に

こ
と
を
美
徳
と
し
て
国
民
に
求
め
、
子
戦
前
、
女
性
た
ち
も
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
と
な
り

前
天
皇
の
た
め
に
命
を
賭
し
て
戦
う
言
。
こ
れ
は
憲
法
と
は
相
容
れ
な
ｒ
も
の
で
す
。

Ⅷ
熊
鋤
淵
純
鵬
棚
サ
純
訓
洲
紳
Ⅷ
叩
純
棚
倣
料
剛
鵬
鮒
附
胤
州
硝
Ⅷ
棚
加
州
隙
帥
棚
Ⅷ
寸
踊
縦
射

ど
も
た
ち
を

森
友
学
園
の
塚
本
幼
稚
園
の
園
児
が
青
勅
語
の
精
神
は
今
も
目
指
す
べ
き
だ
」
と
述

》
』
執
行
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
共
謀
罪
創
設
阻
止
平
和
・
ジ
三
》
ダ
…
：
平
等
社
会
実

雛
た
。

零
参
両
院
に
お
い
て
排
除
．
暗
黒
政
治
の
再
来
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
共
同
を
広
げ
、

９
４
８
年
６
月
四
日
、
衆
．
に
よ
る
監
視
・
密
告
社
会
を
再
来
さ
せ
る
も
の
で
す
。

稲
田
防
衛
大
臣
は
「
教

教
育
勅
語
暗
唱
は
許
さ
れ
な
い

家
活
動
に
入
っ
て
か
ら
の
生
き
様
を
作

品
か
ら
と
き
あ
か
し
ま
し
た
。
安
倍
政

権
の
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
の
も
と

で
開
か
れ
た
多
喜
二
祭
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
深
く
多
喜
二
の
生
き
か
た
に
重

ね
て
思
い
を
巡
ら
せ
る
も
の
で
し
た
。

（
兵
庫
・
吉
岡
け
ん
じ
）

大
阪
小
林
多
喜
二
祭３

月
相
日

森
友
学
園
問
題
、
共
謀
罪
と
政
治
情

勢
が
激
動
す
る
中
、
３
月
四
日
、
大
阪

現
に
向
け
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
震
う
。

柴
田
真
佐
子
団
体
を
含
む
市
民

団
体
や
労
働
組
合

市
の
ク
レ
オ
東
で
一
大
阪
多
喜
二
祭
２

０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
た
。

河
東
け
い
さ
ん
の
一
人
語
り
「
母
」

に
続
き
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
有

川
功
氏
が
、
今
日
の
情
勢
に
も
触
れ
つ

つ
「
多
喜
こ
の
火
を
継
ぐ
」
こ
と
を
呼

び
か
け
た
。
記
念
講
演
は
文
芸
評
論
家

の
津
田
章
子
さ
ん
の
「
多
喜
二
の
連
帯

へ
の
情
熱
」
と
題
し
て
、
多
喜
二
の

「
党
生
活
者
」
「
地
区
の
人
々
」
な
ど

の
作
品
を
紹
介
し
、
厳
し
い
状
況
の
中
、

（
日
本
婦
人
団
体
連
合
会
会
長
）

ま
し
た
。
共
謀
罪

の
創
設
は
、
女
性

斗

労
働
者
と
と
も
に
歩
み
続
け
た
多
喜
二

の
姿
を
語
り
ま
し
た
。

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
３
８
０
人
、

強
い
共
感
の
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

（
大
阪
・
松
本
害
久
夫
）

熊
本
。
人
吉
市
多
喜
二
祭

３
月
相
日

熊
本
県
の
人
吉
市
で
は
今
年
も
２
月

妬
日
に
「
多
喜
二
・
百
合
子
に
学
び
語

る
早
春
文
化
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、

田
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

人
吉
市
で
は
毎
年
、
多
喜
二
が
虐
殺

さ
れ
た
２
月
別
日
に
、
多
喜
二
フ
ァ
ン

が
集
ま
っ
て
名
産
の
球
磨
焼
酎
を
傾
け

な
が
ら
多
喜
二
を
偲
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
１
９
８
８
年
か
ら
は
広
く
呼
び
か

け
て
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
の
「
多
喜
二
を

偲
ぶ
会
」
と
し
て
出
発
。
「
多
喜
二
・

百
合
子
に
学
び
語
る
早
春
文
化
の
つ
ど

い
」
と
発
展
し
て
き
た
の
も
で
す
。

今
年
は
治
安
維
持
法
の
再
来
と
言
わ

れ
る
共
謀
罪
が
急
浮
上
し
て
き
た
こ
と

を
受
け
、
同
盟
本
部
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
燃
や
し

続
け
た
炎
』
な
ど
を
学
習
し
、
５
月
に

計
画
し
て
い
る
映
画
「
母
』
上
映
成
功

に
む
け
た
意
思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

（
熊
本
・
小
田
憲
郎
）
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３
月
４
日
の
大
阪
府
本
部
理
事
会
で
、

「
共
謀
罪
パ
ン
フ
が
で
き
た
」
と
の
紹

介
を
受
け
ま
し
た
。
で
は
、
な
ん
と
翌

日
の
３
月
５
日
が
「
共
謀
罪
」
学
習
会
。

発
売
日
は
な
ん
と
３
月
１
日
と
か
、

「
こ
ん
な
タ
イ
ム
リ
ー
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
な
い
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
よ
り
嬉
し
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
学
習
会
用
に
訓
冊
を

購
入
。
当
日
配
布
す
る
資
料
袋
に
一
冊

ず
つ
入
れ
受
付
で
「
資
料
代
２
０
０
円

頂
き
ま
す
」
と
訴
え
て
参
加
人
数
分
の

妬
冊
を
販
売
。
残
り
５
冊
は
知
り
合
い

に
販
売
し
て
、
別
冊
を
即
日
完
売
し
ま

し
た
。
支
部
へ
の
還
元
金
は
１
５
０
０

円
で
す
。

こ
れ
に
味
を
占
め
、
柳
の
下
に
泥
維

が
も
っ
と
も
っ
と
い
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
各
団
体
の
学
習
会
や
集
会
に
売
り

r一画='一一一一一一ーー一口戸一一＝一一一一一ー＝－－ーー一一一一
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『
共
謀
罪
』
症
ン
フ
即
日
甑
冊
を
販
売

大
阪
・
茨
木
支
部
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込
み
を
か
け
る
算
段
を
し
て
お
り
ま
す
。

パ
ン
フ
の
感
想
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
国
賠
同
盟
ら
し

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
で
」
「
こ
れ
と
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
イ

ラ
ス
ト
付
き
の
解
説
文
を
セ
ッ
ト
で
読

め
ば
よ
う
分
か
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

（
大
阪
府
茨
木
支
部
・
甲
斐
冨
貴
雄
）

共
謀
罪
パ
ン
フ
－
０
０
冊
を
普
及

神
奈
川
県
本
部

同
盟
神
奈
川
県
本
部
女
性
部
は
言
．
３

月
ｕ
日
、
全
日
本
年
金
者
組
合
神
奈
川

県
本
部
会
議
室
に
て
、
「
第
４
回
新
春

の
つ
ど
い
」
を
開
催
。
記
念
講
演
は

「
共
謀
罪
と
は
な
に
か
」
、
講
師
は
増

本
一
彦
さ
ん
（
弁
護
士
・
国
賠
同
盟
中

央
本
部
会
長
）
・
同
盟
の
「
共
謀
罪
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
の
推
進
を
。

神
奈
川
革
新
懇
は
３
月
過
日
、
県
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
「
戦
前
の
よ

う
な
戦
争
す
る
国
へ
！
現
代
版
治
安
維

持
法
共
謀
罪
反
対
・
緊
急
学
習
会
」

を
開
催
。
開
会
あ
い
さ
つ
は
宗
形
孝
至

さ
ん
、
講
師
は
増
本
一
彦
・
同
盟
中
央

本
部
会
長
。

同
盟
神
奈
川
県
本
部
は
神
奈
川
革
新

懇
の
構
成
団
体
で
あ
り
、
宗
形
孝
至
同

盟
県
本
部
会
長
は
代
表
世
話
人
で
す
。

同
盟
「
共
謀
罪
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
釦

部
普
及
。

秘
密
保
護
法
廃
止
を
め
ざ
す
藤
沢
の

会
は
３
月
９
日
、
藤
沢
市
民
会
館
ホ
ー

ル
に
て
、
「
テ
ロ
等
準
備
罪
Ⅱ
北
謀
罪
っ

て
な
－
に
？
Ｉ
こ
れ
が
な
け
れ
ば
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で
き
な
い
な
ん
て
ほ

ん
と
？
１
４
学
習
集
会
を
開
催
。
学
習

集
会
の
講
師
は
海
渡
双
葉
さ
ん
（
弁
護

士
・
横
浜
合
同
法
律
事
務
所
）
・
主
催

の
「
藤
沢
の
会
」
は
、
２
０
１
４
年
に

国
賠
同
盟
湘
南
支
部
と
ふ
じ
さ
わ
九
条

の
会
が
提
唱
し
て
発
足
し
た
団
体
。

（
県
本
部
事
務
局
長
・
大
益
弘
）

錘”濯渥頭嬢

日
本
国
憲
法
施
行
刊
周
年

憲
法
会
議
が
春
の
憲
法
講
座

「
日
本
国
憲
法
施
行
、
周
年
春
の
憲

鹿
L－

法
講
座
」
が

３
月
５
日
、

東
京
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ア
ジ
ア

青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
開
ら

か
れ
、
共
産

党
国
対
委
員

長
の
穀
田
恵

二
衆
院
議
員
が
国
会
情
勢
を
報
告
森

英
樹
同
会
議
代
表
委
員
（
名
古
屋
大
学

名
誉
教
授
）
が
、
「
憲
法
の
『
本
当
の

力
』
の
は
な
し
～
安
倍
改
憲
戦
略
の
も

ろ
さ
と
闘
い
」
と
題
し
て
講
演
。
①
暴

走
す
る
安
倍
改
憲
路
線
に
つ
い
て
、
②

憲
法
、
年
ｌ
誕
生
の
風
景
に
立
ち
返
る
、

③
安
倍
改
憲
戦
略
に
お
け
る
「
改
憲
」

と
「
壊
憲
」
、
④
安
倍
改
憲
戦
略
の
も

ろ
さ
に
つ
い
て
縦
横
に
話
し
ま
し
た
。

森
氏
は
、
安
倍
首
相
は
任
期
中
の
憲

法
改
正
を
ね
ら
っ
て
い
る
と
し
、
安
倍

政
権
の
も
ろ
さ
に
つ
い
て
、
国
会
は
会

期
延
長
が
む
づ
か
し
い
な
か
で
、
問
題

が
山
積
み
し
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

天
皇
退
位
問
題
、
森
友
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
、
自
衛
隊
の
日
報
隠
ぺ
い
問
題
、
共

謀
罪
、
沖
縄
、
働
き
方
改
革
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
破
綻
な
ど
の
難
問
を
乗
り
切
れ

る
か
ど
う
か
だ
と
し
た
う
え
で
、
安
倍

首
相
が
ね
ら
う
憲
法
破
壊
の
連
環
が
一

個
で
も
阻
止
で
き
れ
ば
、
改
悪
が
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
も
ろ
さ
を
も
っ
て
い

る
と
述
べ
ま
し
た
。

欧
米
で
保
護
主
義
・
排
外
主
義
が
台

頭
し
て
い
る
。
９
条
の
底
力
を
い
ま
こ

そ
発
揮
す
る
時
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

（
都
本
部
事
務
局
長
・
中
嶋
育
雄
）

-－4－
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高
尾
山
は
多
く
の
東
京
都
民
が
よ

く
知
る
自
然
豊
か
な
身
近
な
山
で
、
年

間
２
０
０
万
人
を
超
え
る
行
楽
客
が
訪

れ
ま
す
。
高
尾
山
に
は
約
１
２
０
０
年

前
に
創
建
さ
れ
た
由
緒
あ
る
薬
王
院
有

喜
寺
が
あ
り
、
山
本
秀
順
は
、
薬
王
院

の
貫
王
を
長
く
勤
め
、
そ
の
墓
所
に
眠
る
。

山
本
秀
順
は
、
１
９
１
１
年
２
月
、

埼
玉
県
入
間
郡
水
富
村
に
生
ま
れ
、
訓

年
薬
王
院
に
入
山
、
智
山
専
門
学
校
に

入
学
し
た
。
そ
の
後
、
妹
尾
義
郎
を
中

心
に
結
成
さ
れ
た
進
歩
的
な
新
興
仏
教

研
究
会
を
組
織
す
る
な
ど
中
央
委
員
と

し
て
活
動
し
、
妬
年
、
智
山
専
門
学
校

を
卒
業
。
高
尾
山
薬
王
院
に
戻
っ
た
。

師
年
新
興
仏
教
青
年
同
盟
へ
の
弾
圧

で
、
山
本
秀
順
も
高
尾
山
で
検
挙
さ
れ
、

【顕彰碑】
||||||||探訪

検
挙
に
屈
せ
ず
再
入
山
し
薬
王
院
貫
主
に

山
本
秀
順

起
訴
、
巣
鴨
拘
置
所
に
拘
留
さ
れ
た
。

銅
年
、
懲
役
３
年
執
行
猶
予
で
釈
放
さ

れ
、
高
尾
山
に
戻
っ
た
。
妃
年
、
長
野

県
松
本
市
郊
外
の
信
州
免
川
、
霊
端
寺

の
住
職
に
な
っ
た
。

妹
尾
義
郎
は
、
懲
役
３
年
で
服
役
中

病
気
の
た
め
執
行
停
止
。
妬
年
終
戦
直

前
に
家
族
と
と
も
に
長
野
県
安
曇
野
郡

高
家
村
に
疎
開
し
て
き
た
。
山
本
秀
順

は
、
妹
尾
と
長
野
県
下
で
再
会
し
、
そ

の
窮
状
を
知
り
援
助
し
た
。

認
年
１
月
、
高
尾
山
薬
王
院
に
再
入

山
し
、
貫
主
を
約
如
年
間
勤
め
た
。
薬

王
院
に
は
、
彼
の
尽
力
で
長
崎
の
火
」

が
灯
り
、
妹
尾
義
郎
顕
彰
碑
な
ど
の
建

立
を
す
す
め
た
。

地
域
住
民
か
ら
は
「
御
前
様
、
御
前

様
」
と
慕
わ
れ
信
望
の
厚
い
貫
主
だ
っ

た
。
１
９
９
６
年
廻
月
４
日
逝
去
。
享

年
拠
歳
。

麦
逗
京
王
縁
局
尾
山
口
正
黒
ケ
ー

ブ
ル
で
薬
王
院
墓
所
へ
。

（
同
盟
都
本
部
顧
問
・
宮
田
勝
）

毎
月
の
駅
前
宣
伝
訓
回
に

青
森
県
本
部

青
森
県
本
部
は
東
青
支
部
と
の
合
同

で
、
毎
月
１
回
、
駅
前
通
り
で
同
盟
独

自
の
街
頭
宣
伝
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
第
１
回
目
は
２
０
１
４
年
９
月
で
、

Ⅳ
年
２
月
で
鋤
回
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
「
同
盟
運
動
を
国
民
運
動
に
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
「
同
盟
を
知
っ
て
も

ら
い
、
私
た
ち
の
運
動
に
理
解
と
協
力

を
得
る
た
め
に
は
、
多
く
の
市
民
に
直

必
ず
実
行
す
る
一
」
こ
・
と
を
確
認
Ｌ
厳

し
い
財
政
の
中
か
ら
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を

多
く
の
市
民
に
直

接
訴
え
る
街
頭
宣

伝
も
大
き
な
力
に

な
る
」
と
の
思
い

か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
「
毎
月
１
回

購
入
、
弁
士
も

少
し
ず
つ
増
や

し
、
い
ま
で
は

毎
回
数
人
が
交

代
で
自
前
の
原

稿
を
準
備
し
て

熱
弁
を
ふ
る
っ

て
い
ま
、
寛

街
頭
宣
伝
の

３
月
４
日
宮
城
県
３
部
女
性
部
の

２
回
目
の
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講

演
は
「
こ
こ
ろ
ざ
し
を
開
花
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
権
力
に
よ
り
犠
牲
と
な
っ
た

少
女
た
ち
加
入
の
青
春
群
像
」
で
、
講

師
は
野
呂
ア
イ
尚
綱
学
院
大
学
名
誉
教

授
。
佐
藤
を
と
み
（
郭
沫
若
の
妻
）
、

佐
藤
み
さ
を
（
陶
晶
孫
の
妻
）
、
佐
々

木
八
重
子
（
戦
前
の
「
女
子
学
連
」
東

北
地
方
委
員
）
、
斎
藤
な
お
子
（
女
高

師
社
会
科
学
研
究
会
）
、
伊
藤
千
代
子

（
「
女
プ
恋
孝
塵
関
東
地
方
委
奮
ｇ
、

高
橘
と
み
子
命
新
田
弊
察
で
虐
謹
、

佐
々
木
（
大
原
）
梅
子
（
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
演
劇
同
習
邑
、
鹿
又
（
高
橋
）
ま
さ

（
劉
年
９
月
逮
捕
）
・
阿
部
和
子
（
乳

銀
沓
雌
冨
罰
副
設
者
謹
別
４
回
橡
至
、

坂
は
っ
霞
病
院
坂
猶
興
里
塞
ら
は
、

い
ず
れ
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
尚
綱

女
学
校
の
卒
業
生
た
ち
で
す
℃

（
「
不
屈
」
宮
城
版
打
年
３
月
号
）

よ
い
と
こ
ろ
は
、
「
私
た
ち
の
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
市
民
の

反
応
や
声
を
直
接
感
じ
と
る
こ
と
が
で

き
る
」
こ
と
至
兆
（
鎌
田
哲
成
）

尚
綱
女
学
校

Ｉ
抵
抗
の
少
女
た
ち
－

－5－



(毎月15日発行）胸.512017年4月15日不屈1989年5月8日第三種郵便物認可

１
９
０
４
年
加
月
、
鹿
児
島
市
で
生

ま
れ
た
。
神
豆
園
間
衷
星
哩
八
（
現
・

一
橋
大
学
）
を
卒
業
。
１
９
３
２
（
昭

和
７
）
年
３
月
、
和
歌
山
高
商
（
現
・

和
歌
山
大
学
経
済
学
部
の
前
身
）
の
講

師
と
な
り
、
翌
年
教
授
と
な
っ
た
。
経

営
学
を
担
当
し
た
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ

ル
ク
ス
の
弁
証
法
を
研
究
し
た
学
者
で

あ
っ
た
。

１
９
３
３
年
６
月
、
和
歌
山
高
商
の

学
生
・
内
田
穣
吉
（
戦
後
、
日
本
学
術

会
議
会
員
、
富
山
大
学
教
授
、
奈
良
県

立
短
期
大
学
学
長
な
ど
を
歴
任
）
等
の

治
安
維
持
法
違
反
容
疑
に
関
連
し
て
和

歌
山
警
察
署
で
取
り
調
べ
を
受
け
た
。

１
９
４
３
年
加
月
、
宮
川
責
（
前
年
、

治
安
維
持
法
違
反
で
入
獄
。
和
歌
山
高

商
教
授
を
経
て
立
教
大
学
教
授
。
戦
後

は
労
働
者
教
育
協
会
会
長
）
検
挙
の
余

波
を
受
け
、
和
歌
山
地
方
裁
判
所
検
事

局
で
事
情
聴
取
を
受
け
た
。

ｰ■一

噂

笠

懸

一
本
の
道
を

ま
つ
す
ぐ
に

き
た
が
わ
そ
う
ぞ
う

北
川
宗
蔵

１
９
４
４
年
３
月
９
日
、
兵
庫
県
で
、

治
安
維
持
法
違
反
（
目
的
遂
行
罪
）
で

検
挙
さ
れ
、
同
年
ｎ
月
Ⅳ
日
、
起
訴
さ

れ
た
。
『
特
高
月
報
』
は
北
川
に
つ
い

て
、
「
日
支
事
変
後
に
於
け
る
我
国
の

客
観
情
勢
は
独
占
資
本
家
の
少
数
大
規

模
化
中
小
商
業
者
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
－

て
ん
ら
く

ト
ヘ
の
大
量
顛
落
等
に
依
り
階
級
対
立

ゆ
ゆ

は
愈
々
明
確
尖
鋭
化
し
革
命
的
地
盤
は

益
々
成
長
し
つ
つ
あ
り
と
為
し
、
当
面

自
己
の
才
能
及
環
境
に
適
応
せ
る
左
翼

文
化
運
動
を
為
す
こ
と
に
よ
り
、
一
般

大
衆
、
特
に
学
生
層
に
対
す
る
共
産
主

義
思
想
の
浸
透
を
図
り
、
和
歌
山
高
商

機
関
紙
『
内
外
研
究
』
、
神
戸
商
大
機

関
紙
『
国
民
経
済
雑
誌
』
、
其
他
「
神

戸
商
大
新
聞
』
『
関
西
学
院
新
聞
』
及

び
雑
誌
『
経
営
』
等
に
現
行
経
営
学
の

資
本
主
義
的
性
格
と
其
の
矛
盾
欠
陥
を

暴
露
指
摘
し
、
真
の
科
学
た
る
経
営
学

は
唯
物
弁
証
法
に
依
拠
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
旨
を
示
唆
強
調
し
た
る
論
文
を
執

筆
掲
載
し
て
、
学
生
並
び
に
一
般
大
衆

の
啓
蒙
に
努
む
る
と
共
に
自
己
の
教
え

子
に
し
て
神
戸
商
大
に
進
学
し
た
る
堀

田
順
次
、
上
田
宇
一
、
高
良
武
士
等
と

屡
々
会
合
し
て
意
識
の
啓
蒙
指
導
を
為

し
つ
つ
あ
り
た
り
」
と
あ
る
。
北
川
は

見
て
の
通
り
和
歌
山
高
商
時
代
の
教
え

子
と
学
問
の
話
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

共
謀
罪
が
「
会
っ
て
、
話
し
た
」
だ
け

で
罪
に
問
う
の
と
全
く
同
じ
状
況
だ
。

同
年
廻
月
詑
日
、
神
戸
地
方
裁
判
所

で
懲
役
２
年
の
実
刑
判
決
を
受
け
、
神

戸
拘
置
所
に
収
監
さ
れ
る
。
２
月
頃
、

大
阪
刑
務
所
（
堺
）
に
移
さ
れ
た
が
、

網
笠
を
か
ぶ
せ
ら
れ
、
手
錠
に
紐
を
か

け
ら
れ
た
ま
ま
、
衆
人
環
視
の
中
、
電

車
で
送
ら
れ
る
時
、
一
人
の
小
さ
な
見

知
ら
ぬ
男
の
子
が
顔
を
覗
き
込
み
、

「
お
じ
さ
ん
、
な
ん
に
も
悪
い
こ
と
し

て
へ
ん
み
た
い
や
な
」
と
言
っ
た
そ
う

だ
。
北
川
は
そ
の
子
に
「
お
じ
さ
ん
は

何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
よ
」
と

答
え
た
と
い
う
。

空
襲
下
の
大
阪
刑
務
所
で
の
政
治
犯

の
取
り
扱
い
は
残
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。

空
襲
警
報
が
出
る
と
房
内
退
避
と
称
し

て
、
一
段
と
厳
重
に
房
の
中
に
閉
じ
込

め
ら
れ
、
房
に
迫
っ
た
焼
夷
弾
の
火
に
、

熱
さ
に
耐
え
か
ね
た
北
川
は
、
布
団
の

ま
わ
り
を
駆
け
め
ぐ
り
、
わ
ず
か
な
洗

面
器
の
水
を
か
ぶ
っ
て
気
を
失
っ
た
が
、

火
は
北
川
の
房
の
一
扉
の
前
で
消
し
止
め

ら
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
た
。
政
治
犯

は
焼
け
死
ん
で
も
い
い
が
、
逃
げ
出
さ

れ
て
は
困
る
と
い
う
訳
だ
。

敗
戦
を
迎
え
、
１
９
４
５
年
加
月
９

日
、
釈
放
さ
れ
て
和
歌
山
の
自
宅
に
帰
っ

た
。
翌
年
８
月
、
日
本
共
産
党
に
入
党
。

和
歌
山
県
を
中
心
に
関
西
一
円
で
啓
蒙

活
動
に
奮
闘
す
る
。
１
９
４
９
年
６
月
、

和
歌
山
大
学
が
設
立
さ
れ
教
授
と
な
る
。

民
主
主
義
科
学
者
協
会
和
歌
山
支
部
創

設
に
尽
力
し
、
日
中
友
好
、
日
ソ
親
善
、

部
落
解
放
な
ど
の
運
動
に
も
活
躍
す
る
。

１
９
５
３
年
８
月
、
商
学
博
士
の
学
位

を
授
与
さ
れ
る
。

同
年
９
月
、
脳
腫
傷
を
発
症
し
、
廻

月
２
日
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属

病
院
で
死
亡
。
鉛
歳
と
い
う
余
り
に
も

早
す
ぎ
る
死
で
あ
っ
た
。
北
川
は
束
泉
・

青
山
墓
地
の
解
放
運
動
無
名
戦
士
の
墓

に
眠
っ
て
い
る
。
二
本
の
道
を
ま
つ

す
ぐ
に
」
生
き
た
人
生
で
あ
っ
た
。

（
国
賠
同
盟
和
歌
山
県
本
部
調
査
顕
彰

部
・
南
本
勲
）
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同
肌
乎
又
ザ
密

俳
句

望
月
た
け
し
選

生
卵
ぶ
つ
か
け
め
し
で
春
の
デ
モ

短
歌

碓
田
の
ぼ
る
選

神
奈
川
県
天
野
三
葉
子

南
阿
蘇
の
町
議
に
初
当
選
の
同
志
な
り
八
十
二
歳
五
回
目
に
〈
評
〉
最
悪
の
政
権
が
閣
議
決
定
を
連
発
し
て
い
る
。
そ
れ

て
成
る

大
分
県
渡
選
幹
生
を
許
さ
な
い
闘
い
の
情
熱
が
、
こ
の
句
か
ら
熱
く
伝
わ
る
。

共
謀
罪
企
む
輩
平
然
と
「
行
い
良
き
人
は
無
縁
」
な
ど
と
校
多
喜
二
の
忌
句
に
し
己
の
歩
み
と
す

淵
に
言
う

東
京
都
杵
洲
智
子

埼
玉
県
小
池
荘
八

二
月
か
ら
党
員
の
列
に
加
わ
り
し
と
わ
れ
に
ひ
っ
そ
り
と
告
セ
シ
ウ
ム
や
北
の
春
野
を
さ
ま
よ
え
り

げ
し
人
あ
り

静
岡
県
江
川
佐
一

三
重
県
橋
本
し
げ
る

歌
う
か
び
意
気
込
み
ペ
ン
を
探
す
間
に
記
憶
は
失
せ
ぬ
老
い
「
森
友
」
へ
寄
付
は
知
ら
ぬ
と
安
倍
の
嘘

は
哀
し
く

岐
阜
県
田
中
良

石
川
県
野
村
芳
泉

原
発
の
事
故
六
年
を
経
し
今
も
傷
痕
癒
え
ず
に
手
立
て
も
知
多
喜
二
の
忌
三
度
読
ん
で
も
蟹
工
船

ら
ず

岩
手
県
小
杉
正
夫

兵
庫
県
岸
本
守

真
冬
に
も
見
ら
れ
ぬ
程
の
猛
吹
雪
に
ス
ノ
ー
外
し
た
を
嘆
く
！
ｉ
‐
’
１
ｉ
：
！
ｉ
：
！
ｉ
‐
‐
‐
，
‐
！
‐
！
‐
！
ｉ

人
々

岐
阜
県
和
田
昌
三
川
柳

，
鈴
木
い
さ
お
選

長
野
で
は
共
産
党
が
守
護
神
と
語
る
消
防
出
初
め
の
団
員
五
体
満
足
帰
っ
て
来
い
よ
自
衛
官

島
根
県
小
玉
信
恵

大
阪
府
佐
々
木
雅
博

ク
ラ
ス
会
は
古
都
鎌
倉
の
神
社
め
ぐ
り
大
仏
様
に
ま
ず
お
辞
〈
評
〉
「
死
ん
で
帰
れ
と
励
ま
さ
れ
…
」
狂
気
の
時
代
の
あ

儀
し
て

埼
玉
県
福
家
駿
吉
の
唄
の
一
節
を
思
い
出
す
。

王
キ
タ
ス
」
は
残
業
一
○
○
時
間
ふ
ざ
け
る
な
と
吾
子
も
あ
ま
り
に
も
総
理
の
弁
が
軽
す
ぎ
る

行
く
べ
し
経
団
連
前
へ

鳥
取
県
大
久
保
糟
苦

大
阪
府
大
和
峯
二

ザ
ク
ザ
ク
と
長
ぐ
つ
は
い
て
雪
の
中
共
謀
罪
の
学
習
に
集
う
憲
法
に
抵
触
さ
す
が
弁
護
士
わ
か
つ
と
る

福
井
県
元
山
章
一
郎

宮
城
県
根
本
京
子

〈
選
の
あ
と
に
〉
短
歌
は
好
情
詩
で
す
○
コ
ト
が
ら
（
対
象
）
共
謀
罪
話
し
合
い
で
も
犯
罪
に

に
向
か
い
合
っ
た
時
に
、
心
に
起
る
感
動
、
思
い
を
表
現
す

大
阪
府
堺
谷
肇
夫

る
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
・
作
品
に
は
作
者
が
し
っ
か
り
存
古
里
を
国
と
東
電
い
つ
返
す

在
す
る
わ
け
で
す
。

・
埼
玉
県
福
家
駿
吉

国
際
女
性
デ
ー

国
際
女
性
デ
ー
中
央
集
会
は
、
３
月

８
日
、
東
京
都
・
品
川
「
き
ゅ
り
あ
ん

ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
６
０
０
人
。
飛
び

入
り
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ラ
ソ
ン
さ
ん

が
参
加
。
会
場
い
っ
ぱ
い
の
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
闘
い
を
映
画
に
し
て
き
た
監

督
三
上
千
恵
さ
ん
の
講
演
は
、
新
作
の

映
像
を
含
め
て
迫
力
満
点
。

沖
縄
の
人
々
の
心
は
「
風
（
か
じ
）

か
た
か
」
（
防
風
林
）
子
孫
の
た
め
に

よ
い
も
の
を
残
し
、
幸
せ
に
生
き
ら
れ

る
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
命
を
懸

け
る
深
い
意
味
を
涙
を
流
し
な
が
ら
話

し
ま
し
た
。
交
流
の
広
場
で
は
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
に
よ
る
厳
し
い
闘
い

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

同
盟
は
平
和
問
題
の
先
頭
に
立
っ
て

「
安
倍
政
権
の
暴
挙
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

霧
に
方
こ
－
》
一
け

て
共
謀
罪
を

強
行
す
る
こ

と
は
許
さ
な

い
」
「
総
力

を
あ
げ
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

－7 －



(毎月15日発行）恥512017年4月15日不屈1989年5月8日第三種郵便物認可

一
別
周
年
記
念
映
画
完
成
！
ｌ
題
名
「
種
ま
く
人
び
と
」
に
決
定
Ｉ
を
宮
田
道
本
部
会
長
が
証
言
画
学
生
一

一
同
盟
創
立
帥
周
年
記
念
映
画
が
３
月
牲
者
４
人
を
カ
メ
ラ
が
追
う
場
面
か
ら
で
逮
捕
さ
れ
た
菱
谷
良
一
さ
ん
の
痛
切
一

茄
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

始
ま
り
、
小
林
多
喜
二
へ
の
思
い
を
語
な
体
験
が
語
ら
れ
ま
す
。
一

一
東
京
・
代
々
木
上
原
の
小
さ
な
録
音
る
二
人
の
ナ
レ
ー
タ
ー
（
米
倉
日
呂
登
、
臨
床
心
理
学
者
の
横
湯
園
子
さ
ん
は
、
一

貫
タ
ジ
オ
に
増
本
会
長
、
田
中
事
務
局
若
杉
民
）
が
登
場
、
治
安
維
持
法
制
定
投
獄
さ
れ
た
父
が
病
死
、
治
安
維
持
法
一

一
長
も
立
ち
会
い
、
題
名
は
鶴
見
デ
イ
レ
に
至
る
歴
史
経
過
を
山
田
朗
さ
ん
が
解
違
反
歴
を
持
つ
母
と
流
転
の
生
活
を
送
一

烏
管
零
酌
メ
ツ
や
ヤ
ー

ク
タ
ー
の
一
種

ま
く
人
び
と
」

の
提
案
に
同
意

の
声
が
広
が
り

一
挙
に
決
定
。

国
会
請
願
行

動
に
参
加
す
る

治
安
維
持
法
犠

説
、
谷
岡
健
治
さ
ん
が
特
高
刑
事
だ
っ

た
父
に
つ
い
て
証
言
。
戦
争
中
「
出
版

工
ク
ラ
ブ
」
を
組
織
し
て
投
獄
、
戦
後

は
労
働
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
杉
浦
正

男
さ
ん
の
証
言
が
続
き
ま
｛
ｋ

場
面
は
国
会
請
願
行
動
に
戻
り
、
国

賠
同
盟
活
動
の
意
義
と
内
容
を
紹
介
。

豪
雪
の
北
海
道
ロ
ケ
、
生
活
図
画
事
件

霧
シ
を
紹
介
し
ま
し
た

今
年
は
新
た
に
、
加
歳
か
ら
１
０
７

歳
ま
で
の
１
１
１
１
人
が
合
葬
さ
れ
、

式
典
後
、
青
山
墓
地
の
無
名
戦
士
墓
で

献
花
し
ま
し
た
。

大阪府本部茨木支計

は、3月25日、手作警

の看板を作り、初めて
の街頭宣伝を実施しさ
した。

り
、
戦
後
も
母
が
た
び
た
び
投
獄
の
Ｚ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
た
。
一

あ
の
時
代
の
再
来
を
許
し
て
は
な
ら
一

な
い
と
「
女
の
平
和
」
ア
ク
シ
ョ
ン
を
一

起
こ
し
た
決
意
を
語
り
ま
手
入
さ
わ
や
一

か
な
、
心
に
残
る
映
像
作
品
が
誕
生
し
一

ま
し
た
。
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
時
間
妬
分
、
一

頒
価
１
０
０
０
円
）

｜
事
務
局
日
誌
一

３
月
５
日
憲
法
施
行
沌
周
年
集
会

３
月
８
日
国
際
女
性
デ
ー
中
央
集
会

３
月
９
日
「
不
屈
」
編
集
会
議

３
月
旧
日
第
、
回
解
放
運
動
犠
牲
者

合
葬
追
悼
会

３
月
烈
日
国
際
人
権
活
動
日
本
委
員

会
幹
事
会

３
月
四
日
共
謀
罪
「
閣
議
決
定
」
官

邸
前
抗
議
行
動

３
月
釦
日
「
平
和
へ
の
権
利
」
院
内

集
会
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